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を,オー トラジオグラフ法 によ って調 べた｡
RNA前駆物質,H3ウリジンは,5/′C/mlの濃
度で 1時間ラベル した｡ 細胞の固定 後 0.5%
PCA を 4oCで20分処理 し,オー トラジオグラ
フ用の乳剤で細胞 を コー トし,約 2週間露 出














かし,DNA の前駆物質 である H3チ ミジンの
- 21-
- 22- 尾 里 京大胸部研紀要 第5巻 第1号
表 1 CHANGEofH3-UdR UPTAKE byMACROPHAGE INFECTED
withM.lePramurium
control 1 0hr L 2hrs L 3hrs 1 2days
numberofgrain(A) 17.7±6.6 19.6±8･5
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は見 られ なか った｡さ らに2日後には, RNA合
成の若干の回復が見 られた｡ この実験では 1細胞あたり4.5個の菌を感染させた｡このような顕著な R
NA 合成の低下は,感染させる菌数に依存 し,菌数が多 くなるほど取込みの低下が激 しくなるこ
とが,さらに確かめられた｡
考 察マクロファージの異物会食後における,各種の代謝パターンの変動については,多数報告さ れているが3',核酸代謝においては, ほとんど知 られていな く,わずかに, ヒト
モノサイ ト及び好中球におけるラテックス貴食後の報告がなされているのにとどまる4･5'｡
菌感染の
系では,菌と細胞の RNA 合成を分離 してはかることが困難であることがひ
